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　　　　　　　　　　　 ダイオキ シ ン類の 人体汚染の現状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮田秀明 摂南大学 薬学部教授

1．　 はじめに

ダイ オキ シ ン類はい ず れ も強毒性で あ り、現在 の 環境 レベ ル の 汚染で 人体 に生殖障害や免

疫抑制な どの 影響 を及 ぼす可能性が あ るた め に 、わが 国は じめ 欧米諸国に お い て 汚染軽減

対策が進 め られて い る環境汚染物質 で あ る 。 ダイ オキシ ン類 とはダイオキシ ン （PCDD）、

ポ リ塩化 ジベ ン ゾフ ラ ン （PCDF） および コ プ ラナ
ー PCB （Co−PCB）を含めた 3 種 の化合物

の 総称で ある 。 ただ し、行政的には PCDDと PCDF をダイオキシ ン類 として 規制 して い る 。

　現在 、PCDD で 7種、　PCDFで 10種お よび Co−PCBで 13 種の 強毒性化合物 を対象 として 毒

性評価が行われて い る が、そ れ らの 毒性 には最大 10 万 倍も相違 す るた めに 、最強毒性 の

2， 3，7，8一四 塩化ダイ才キシ ン の 毒性 に換算 した 2，
　3，7，8− TCDD 毒性等価量 （TEQ＞を用 い て

影 響評価が行わ れて い る 。

2．人体汚染の 現状と リス ク評価

　わが国 の 大都市圏 にお ける 一
般者 の ダイ オキ シ ン類汚染濃度 は経 年的 に減 少傾向を示 し、

現在、先進諸国 とほ ぼ同 レベ ル にあ る もの と判 断 され る 。それ はわ が国 の環 境汚 染 レベ ル

が減少して い る の で は な く、主 と して 、 発展途上 国か ら輸入食品 の 増加 と汚 染の 低 い 高級

魚介類 を多 色す る こ とに起因する もの と推定 される 。 事実、 1990年当時 に比べ て 、1996年
で は食事経 由の 摂取量 が急減 して い る 。

　ダイ オキ シ ン類は 人体 内で 代謝 され に く く、半量が排 出 され る の に 5〜 IG 年 もかか る た

め に 、蓄積濃度は加齢 とともに増加す る。特に 問題 とな る の は 、体内蓄積 の ダイ オキ シ ン

類 は 母乳 と と も に容 易に 排 出 され 、1年間の 授乳で 蓄積 量 の約 60肋 ミ乳児 に移行す る こ とで

ある 。 ドイ ツ で は 、 lI ケ月 の母 乳保育児 は人工 乳保育の 約 24倍 も汚染が高 い との 報告が

ある 。従 っ て 、 汚 染影響上 、最も 問題視 され る の が母乳 経 由に よ る乳児 の 汚染 で あ る 。

　最 近 の 調査デ
ー

タ に基づ い て 算出す る と、授乳 に よ る 乳児の （PCDD＋PCDF）摂取 量は 、耐

容一
日摂取量 （TDI） 10　pgTEQ／kg／日の 5〜 13倍 に な る 。 さ らに 、　Co−PCB を含め る と TDI

の 7 倍〜 15倍 も超 過する こ と にな る 。 こ の 様 な大量摂取 に加 えて 、人工 乳保育児 に較 べ て

母乳保 育児で ア トピー性疾患 発症 率の 高 い こ と も指摘 さ れて い る。 また 、福岡県 下 の 一般

者で は汚染濃度の 高い母親の 乳児 ほ ど血 中チ ロ キ シ ン濃 度が有意 に低 い こ とや ア トピー 性

皮膚炎患 者の 免疫細 胞構 成比 に近 づ く こ とが報告 されて い る。従 っ て 、胎児や乳 児に対す

る汚染の影 響評価が今後 の 重要な課題 の
一

つ とな る。

　以 上 の よ うな こ とか ら、人 体汚染の 低 減化 を図る 必要 が あ る 。 ダイオキ シ ン類の 大半 は

食事経 由で 人体 に摂 取 され る が、そ の 約 60％以 上が魚介類経 由 に よる 。従 っ て 、 大都市沿

岸域 に 生息 す る高脂肪含量の 汚染魚 の 摂 取 を避ける こ と が必要で ある。 一方 、 食物繊 維iや

葉緑素 は腸肝循環 中の ダイオ キシ ン類を 吸着 して 体外 へ の 排泄を促進す る効果が あ る。 ま

た 、食物繊維 の 投 与 に よ りダ イオ キ シ ン 類 に よ る 免疫能抑制作用 や 薬物代謝酵素 （7−

Ethoxy−O−deethylase）活性作用 を低減化 で きる。

　
一

方、燃焼不 備な ごみ焼却施設の 周辺住民は高濃度の ダイオ キ シ ン類汚染 を受 ける 。

一

般者 の 場合 と異な り、大気が 主要な汚染経路に な る と推測 され る 。 また 、黒松 針葉 を指 標

と した調 査結果 か ら、周 辺地 域の 葉菜類の 喫食も汚染 因子 に な る公算が強 い 。
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